
こ
の
日
の
部
会
に
日
整
か

ら
は
三
橋
裕
之
総
務
部
長
と

岡
田
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
厚
生
労
働
省
労
働
基

準
局
の
労
災
管
理
課
長
か
ら
、

「
特
別
加
入
制
度
」
の
中
に

新
た
に
加
え
る
三
つ
の
業
種

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

各
業
種
の
代
表
者
は
そ
の
補

足
発
言
を
行
っ
た
。

日
整
の
三
橋
部
長
は
、

「
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、

医
療
従
事
者
の
中
で
も
接
触

を
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
仕

事
の
特
殊
性
が
あ
り
、
会
員

が
安
心
し
て
施
術
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
特
別
加
入
の
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
（
工

藤
鉄
男
会
長
名
で
厚
生
労
働

省
労
働
基
準
局
長
宛
）
。

柔
道
整
復
師
が
労
災
保
険

の
特
別
加
入
の
枠
組
み
に
入

る
こ
と
で
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
、

の
懸
念
が
あ
る
の
で
は
と
推

察
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
労

働
災
害
の
高
い
業
種
と
な
っ

て
し
ま
い
、
保
険
料
率
を
高

く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で

は
と
も
考
え
て
お
り
、
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
教
育
を
徹
底
し
て
い

き
た
い
」
と
発
言
し
た
。

前
回
、
11
月
16
日
（
月
）

に
開
催
さ
れ
た
同
部
会
に
も

三
橋
部
長
が
出
席
し
、
「
柔

道
整
復
師
と
は
」
「
柔
道
整

復
師
数
、
施
術
所
数
」
「
業

務
上
・
通
勤
時
の
事
故
例
」

「
ケ
ガ
や
事
故
に
関
す
る
当

該
柔
道
整
復
師
ア
ン
ケ
ー
ト

例
」
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、

柔
道
整
復
師
の
特
別
加
入
を

強
く
訴
え
た
。

厚
生
労
働
省
は
医
療
や
福

祉
、
介
護
の
従
事
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
場
合
、
業
務
中
に
感
染
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
労

災
保
険
の
支
給
対
象
と
し
て

い
る
。
全
国
で
は
ク
ラ
ス
タ

―
が
発
生
し
た
飲
食
店
の
従

業
員
が
労
災
認
定
さ
れ
た
事

例
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
会
社
と
雇
用
関

係
を
持
た
な
い
個
人
事
業
主

は
労
災
保
険
に
入
れ
な
い
こ

と
が
コ
ロ
ナ
禍
と
相
ま
っ
て

浮
上
し
、
特
別
加
入
制
度
の

見
直
し
と
な
っ
た
。

新
た
な
加
入
対
象
と
な
っ

た
の
は
、
柔
道
整
復
師
を
は

じ
め
、
俳
優
や
舞
踊
家
、
舞

台
監
督
な
ど
芸
能
従
事
者
、

作
画
監
督
ら
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
制
作
従
事
者
で
あ
り
、
大

筋
で
合
意
に
達
し
た
。

な
お
、
特
別
加
入
団
体
の

担
い
手
と
し
て
日
整
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
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日
整
の
強
い
要
望
実
る

柔道整復師の労災保険

「特別加入」が認められる

厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
は
12
月
８
日
（
火
）
、

労
働
条
件
分
科
会
労
災
保
険
部
会
（
以
下
、
部
会
）
を
開

き
、
柔
道
整
復
師
ら
３
つ
の
業
種
に
労
災
保
険
へ
の
特
別

加
入
を
認
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た=

写
真
。
個
人
事
業

主
の
多
い
柔
道
整
復
師
に
も
労
災
保
険
の
「
特
別
加
入
制

度
」
の
適
用
を
強
く
要
望
し
て
き
た
日
本
柔
道
整
復
師
会

（
以
下
、
日
整
）
の
努
力
が
実
っ
た
。
今
後
、
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
省
令
が
改
正
さ
れ
、
柔
道
整
復
師
が
一
人
で

開
業
す
る
場
合
で
も
、
労
災
保
険
に
任
意
加
入
で
き
る

こ
と
に
な
る
。

厚生労働省 労働政策審議会

労働者災害補償保険（労災保険）は、

もともと企業が保険料を負担し、雇用さ

れている労働者の業務上又は、通勤途上

における負傷・疾病・障害・死亡に対し

て保険給付を行う国の制度。こうした一

般的な労働者に対し、法人の代表者や個

人事業主などの労働者性を有さない役員

は、労災保険に加入することはできない

ことになっている。しかし、中小企業や

建設業の一人親方など、代表者自身が現

場に立って労災保険の適用される労働者

と一緒に仕事していることもある。そこ

で、労働者性のない人々を対象とした

「労災保険特別加入制度」があり、自身

で保険料を支払う形での加入が認められ

ている。

特

別

加

入

団

体

の

担

い

手

に

労災保険

「特別加入制度」


